
 

 

 

第４５１回白石市議会定例会 一般質問通告書 
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 
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７番 

髙 橋 鈍 斎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．公立刈田綜合病院存続について 

市内全戸配布された広報しろいし９月号６ページ
に記載の公立刈田綜合病院の存続に向けての内容に
ついて、お尋ねします。 
 

(1) 「８月４日、公立刈田綜合病院を運営する白石市
外二町組合の臨時議会が開催され、公設民営化を可
能とする条例改正案が、賛成３、反対５で否決され
た。組合議会は、採決に参加しない議長を除いて、
白石市議会議員６名、蔵王町議会議員１名、七ヶ宿
町議会議員１名の計８名で採決。市議が賛成３、反
対３に分かれ、蔵王町・七ヶ宿町の両町議が反対す
る結果となった」と記載されていますが、市長はこ
の結果をどう受け止めているのか、伺う。 
 

(2) 「持続可能な病院となるために、経営の改善は誰
もが望むこと」として、「１市２町からの繰入金によ
り９月の資金ショートは回避されたが、依然として
資金繰りが厳しい中で刈田病院の今後の方向性を
見いだしていく必要がある。現時点で、組合での公
設民営化が否決されたことから、①組合のまま公設
公営での改善策を見いだしていく方法と、②組合を
解散して、市立病院として公設民営化を行う方法の
いずれかの方法で刈田病院の存続を考えていく必
要がある」と記載されていますが、この、それぞれ
の方法について、どのように検討しているのか、伺
う。 
 

(3) 「市立病院とするためには、１市２町の各議会に
おいて組合の解散に合意する議決が必要となる。本
年２月に両町長から「組合を解散して、市立病院と
することを目指してはどうか」という提案があり、
市立病院への移行検討を行ってきたが、解散の議決
には、財産や借入金などの処分に関する合意も必要
となり、市立病院移行にも相当の時間が必要」と記
載されていますが、市立病院移行にどのくらいの期
間を想定しているのか、伺う。 

 
(4) 「現在、白石市の組合への負担割合は 86.7％だ
が、市立病院となれば 100％を負担することとなり、
公設民営化により経営が改善されたとしても、市立
病院となることによる負担リスクを比較・検討する
必要がある」と記載されていますが、市立病院にな
った場合、これまで以上に白石市民の負担が増える
のではないか、伺う。 

 
(5) 「９月の資金ショートが回避されたとしても、現
在の体制を続ければ、刈田病院の赤字額が増え続け
ることは明らかであり、病院の赤字は１市２町の負
担・市民の負担となる。刈田病院の存続とともに、

市   長 
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 

１ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

７番 

髙 橋 鈍 斎 

 

 

 

 

 

 

 

経営の改善は誰もが望んでいること。引き続き１市
２町で協議を重ねる」と記載されていますが、どの
ように協議を進めて行く考えなのか、改めて、市長
の考えを伺う。 

 

市   長 

 

２．スパッシュランドしろいしについて 

(1) 白石市で震度５強を記録した２月の地震で休業
していた「スパッシュランドしろいし」のプールが
７月 31 日に、約５か月半ぶりに再開した。市は時
間がかかる大規模な工事は行わず、ネットを張る方
法で間に合わせたとのこと。このネットの安全性に
ついて、お尋ねします。 
① 張り巡らしたネットはどのぐらいの重さに耐え
るよう設計されているのか、伺う。 

② 工事が終了し、その確認や点検は最終的に誰が行
ったのか、伺う。 

③ このネット工事で差し当たり、当分の間安全は保
持されると考えてよいのか、伺う。 

 
(2) 2020 年度末の休館方針がオリンピックの延期に
伴い、１年延期されてのその後について。 
① 現在、新型コロナウイルス感染拡大の状況で、市
民の健康や生活に影響を及ぼしており、こうした
事態に対処するための「命と健康を守る施設」と
も言えるのではと思うが、市長の見解を伺う。 

② 市長は、「財源がない」「国の補助金がなければ」
などばかりでなく、自ら、何らかの具体策を示し
ながら、今後どう活用するかなどについて、専門
家等の意見を聞くなど、市民の宝物となるような
施設によみがえらせて見せるとの意気込みはない
のか、伺う。 

③ スパッシュランドのプール利用者からは、「オリ
ンピックが終わり、３月にはやっぱりスパッシュ
ランドは休館するのか」との落胆の声があるよう
だ。スパッシュランドが再開した際の河北新報８
月１日付の記事では、「スパッシュランド歓声再
び」「子どもプールのウオータースライダーでは歓
声が上がった」との内容で、「子どもプールのウオ
ータースライダーを楽しむ親子の笑顔」の写真が
掲載されており、利用者が「やっとだね」と言うな
ど、喜びの声が上がっている。さらに、記事では、
「市は多額の維持修繕費などを理由に、本年度末
で施設を休館する方針。市担当者は継続策を探っ
ていきたいと話した」とあるが、スパッシュラン
ドしろいしの休館については、当面延長、あるい
は、施設休館先延ばしで、今後の状況の推移を見
ながら考えていくつもりはないか、伺う。 

 
 

 

市   長 
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 
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２番 

佐 藤 龍 彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．本市の教育について 

昨年からの新型コロナウイルス感染拡大により、学
校生活は一変し、児童・生徒、保護者、教職員の皆さ
んは大変苦労されています。そのような中、先日、文
部科学省は小学６年生と中学３年生の全員を対象に
実施した 2021 年度全国学力・学習状況調査（全国学
力テスト）の結果を公表しました。テストの結果公表
当日の民放テレビでも報道され、翌日の地元紙には、
都道府県別の成績の一覧表が掲載されていました。ま
た、村井知事も定例記者会見で学力格差の要因は「分
からない」「子供たちが等しく学力を伸ばすことが重
要。点数が良い地域の良い面を参考にして横展開して
ほしい」と語ったと報道されていました。本市は市独
自の実力テストを導入し、また、英検・漢検・数検の
受検者に対し受検費用の半額を補助するなど、学力向
上に取り組んでいます。そこで本市の教育についてお
聞きいたします。 
 

(1) 英検・漢検・数検について、今年度のこれまでの
実績や今後の見通しについて伺う。（受検者数・実
施回数等） 
 

(2) 本市の全国学力テストの結果を伺う。 
 
(3) 全国学力テストの結果をどのように認識してい
るのか伺う。 

 
(4) 全国学力テストの結果を受けて、今後どのように
対応していく考えなのか伺う。 

 

教 育 長 

 

 

 

 

２．スパッシュランドについて 

 第 449回定例会に引き続き、スパッシュランドしろ
いしについて質問させていただきます。スパッシュラ
ンドは２月の福島県沖を震源とする地震により休館
し、その後プールを除き再開しました。７月 31 日に
は 50メートルプールも再開し、スパッシュランド「友
の会」の皆さんも大変喜んでいました。再開したスパ
ッシュランドには市内外から多くの方が訪れ、大盛況
だったとお聞きしています。しかし、８月 30 日から
新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言に
より、残念ながら再度休館となってしまいました。 
そこで、次の点についてお聞きいたします。 

 
(1) 50 メートルプールがオープンした８月以降のス
パッシュランドの入館者の状況を伺う。 
 

(2) 再開後のスパッシュランドの入館者の状況を市
はどのように考えているのか伺う。 

 
(3) 現在、スパッシュランドの入館者を増やすための

市   長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 

２ ２番 

佐 藤 龍 彦 

新たな取組は考えているのか伺う。 
 
(4) 今年の小中学校のプールの授業等（夏休みのプー
ルの開放状況）はどのようにされていたのか伺う。 
 

(5) スパッシュランドを小中学校のプールの授業へ
積極的に活用することについての見解を伺う。 

 
(6) 第 449回定例会以降、スパッシュランドを存続さ
せるため市長はどのような対応をされたのか伺う。 

 
(7) スパッシュランドの今後について伺う。 
 

市   長 

教 育 長 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９番 

平 間 知 一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．地域医療について 

現在、公立刈田綜合病院の職員は病院管理者である
白石市長が進めている公設民営化議論の影響による
雇用環境への不安を抱えながら、昨年から続く新型コ
ロナ感染症対応と通常診療の維持に向けて、患者とし
っかり向き合い業務に取り組んでいます。また、公設
民営化議論の影響で、経営状況、医療提供体制は重点
支援区域申請時の想定とは大きく乖離しています。刈
田病院の今後のあり方については、３市町で検討して
いるようですが、次の点について質問します。 
 

(1) 地域医療構想について 
市長は、地域連携を進める中で、白石市の財政が破

綻してしまう不安だけが募り、この地域の住民の生命
と健康を守ることは置き去りにされているように思
います。９月の広報しろいしにも刈田病院について掲
載されていますが、具体的な対策を求めてくださいと
の市民の声がありましたので、伺います。 
① 市長は、これまでも刈田病院を守る責任があると
していますが、住民が必要とする病院の機能維持
(役割)に向けた考えを伺います。（特に政策医療
である救急医療や感染症病棟はコロナ感染症が増
えてきているので、刈田病院の役割は大きいと思
うが） 

② 市長は、みやぎ県南中核病院との機能分担による
連携は重要であり、継続して進めていく姿勢であ
ると理解していますが、現在も現行の刈田病院の
診療科の維持を基本に、連携を進めるとの考えで
変わりはないか伺います。 
 

(2) 公設民営化に対するこれまでの発言について 
令和３年２月白石市外二町組合議会臨時会におい

て、管理者が条例の専決処分を撤回し、組合を解散し
て市立病院にすると表明しましたがお伺いします。 
① これまで、市長は、白石市議会全員協議会などで、
白石市の負担が増える場合は、指定管理者制度を
やらない、やれないとしたこれまでの発言に今も

市   長 
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９番 

平 間 知 一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

変わりはないか、伺います。 
② ６月の組合議会全員協議会で、私が病院の繰入れ
について行った質問に対し、現状の６億の繰出金
が判断基準額ではなく、平成 29 年度の 16 億円を
持ち出しました。山田市長の言う「現状より持ち
出しが増える場合公設民営化はやらない」との発
言の判断基準となる額は一体いくらなのでしょう
か。これについて明確な数字を示さなければ判断
のしようがないと考えますが、伺います。 

③ 市長が公設民営化を検討する最大の理由は、白石
市が以前のとおりに繰り出した場合、白石市の財
政状況は危機的状況になることから、公設民営化
を訴えているものと理解しています。しかし、現
状で白石市外二町組合を解散し、白石市単独での
運営による指定管理者制度となった場合に、現状
の医療体制を維持し、さらに市長の選挙公約であ
る周産期医療を復活させるには、現状より更に負
担が増えることは明らかだと考えますが、公設民
営化となった場合も現在の診療体制が維持され、
白石市の負担も減少できるとする明確な説明とそ
の根拠を伺います。 

④ ８月４日の組合議会で再び白石市外二町組合病
院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条
例案が否決されたことで、白石市外二町組合での
公設民営化は、今はできません。つまり、これまで
１市２町での確認のとおり、白石市外二町組合を
令和４年３月末で解散した場合、４月から刈田病
院職員は一旦、白石市職員となるとの理解で良い
か、伺います。 

⑤ 令和４年４月以降、白石市単独で公設民営に向け
てプロポーザルによる公募をした場合、公募が不
調に終わるケースも当然あると考えますが、その
場合は公設公営の白石市民病院での運営となるの
か、伺います。 

 
(3) 公立刈田綜合病院運営検討委員会について 
６月 23 日に運営検討委員会の中間報告が出され、

３点に渡る中間報告の骨子が示されました。資金不足
の解消策の策定やその後の資金不足解消計画の策定
などを早急に示すよう報告されていますが、運営形態
の抜本的改正については、意見が一致してないものと
受け取れますが伺います。 
① 白石市外二町組合を解散し、白石市民病院となり
白石市単独運営となった場合に、これまでの病院
の 100 億円にも及ぶ建設債や金融機関借入れ、コ
ロナ減収債などの償還方法などで、白石市の負担
は莫大なものになると考えられますが、過去の清
算と将来の負担についてどのように検討している
のか、明確な回答を求めます。（組合を解散するた
めには１市２町それぞれで「解散の議決」と「財産
処分の議決」をどうするか決まらないと解散でき

市   長 
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９番 

平 間 知 一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ないと思う） 
② その負担は、市民生活にも影響を及ぼす規模と考
えますが、市民への説明はどのようにされるつも
りか伺います。 

③ 資金ショートとなれば市長が常々言っている、市
民の命と健康を守ることを放棄することになるの
ではないでしょうか。資金ショートの可能性があ
る中、どのように医師を雇用し、医療従事者の雇
用を維持する考えなのか、資金ショートと回避策
を明確にお示しください。 
 

(4) 医師確保 1,100万円について 
第 447回定例会で、刈田病院の医師確保に向けて、

白石市が 1,100 万円もの予算を計上してナショナル
トラストに医師の紹介を依頼し、福岡市に拠点を置く
相生会から医師４人が着任しました。給与は、相生会
側が負担するもので極めて異例のケースだと思いま
すが、医師が確保できたことは地域医療のためにも喜
ばしいことだと思っています。 
そこで伺います。 
① 白石市の医師紹介業務が機能し、刈田病院は、9
月 1日現在、常勤医師 10名、任用医師３名、相生
会医師４名の合計 17名体制ですが、相生会からの
派遣医師４人の内２名は刈田病院の状況を調査
し、今後どのような体制で支援するかを調査する
ため短期滞在とし、直接診療には当たっていない
とのことです。そこで、白石における滞在費につ
いては病院が負担するとのことですが、その理由
について伺います。 

② 相生会の先生方は期限付きであり、９月で帰ると
のことです。ナショナルトラストの方は１年契約
です。今後、ナショナルトラストの方で、もう少し
病院の立て直しに何か力を貸してくれるのか、ア
ドバイスをしてくれるのか、また医師を探してく
れるのか伺います。 

③ 市長が、地域医療構想に基づく重点支援区域の枠
組みである公設公営同士の病院の連携を否定して
いることにより、東北大学から来られている医師
の離職が今後も危惧されます。これでは、白石市
が単独で拠出した 1,100 万円の効果がかなり薄れ
ていると認識しますが、管理者である市長の見解
を伺います。 
 

市   長 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

１７番 

佐 藤 秀 行 

 

 

１．益岡公園野球場について 

益岡公園野球場は、平成 28 年度から国の「防災・
安全社会資本整備交付金」の事業支援を受け、令和３
年３月リニューアルオープンいたしました。これまで
も多くの市民に愛され利用いただいています。また、
災害時の避難場所としての機能も有しているため、地
域住民の安全・安心の確保の面でも大きな効果をもた

市   長 
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７番 

佐 藤 秀 行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

らしています。 
そこで、オープンから半年が過ぎ、改めて利用状況

等に関連してお伺いします。 
 

(1) 利用されている市民からどのような声があるの
かお伺いします。 
 

(2) それに対してはどのように対応されているのか
お伺いします。 
 

市   長 

２．不登校問題について 

富谷市富谷中学校（250人）が、不登校の生徒の実
態に配慮した特別な教育を実施できる不登校特例校
（20 人程度）として、文部科学省の指定を受けまし
た。県内初の事例で、2022年４月の開設を目指すとい
うことです。富谷市内では例年、中学生の４％に当た
る 80 人程度が不登校の状態になっています。市は主
に市教育支援センターで、不登校の児童・生徒や保護
者を対象に、学習や相談などのサポートを実施してき
ました。近年、不登校となる生徒が減らず、同センタ
ーに寄せられる相談が増える傾向にありました。 
宮城県の中学生の不登校数は全国ワーストであり、

平成 28 年～令和元年に４年連続で不登校生徒数
（1,000人当たりの不登校児童・生徒数）は全国ワー
ストとなっています。不登校の理由は子供一人ひとり
それぞれ違う、ということですが、その要因について
は様々で、多様化・複雑化しています。本市にとって
も不登校問題は、大きな課題の一つであります。子ど
もの心のケアハウスに通所し学習支援を受ける児童・
生徒も増加傾向にあります。 
そこで次の点についてお伺いします。 

 
(1) 県内初の事例で、不登校の実態に配慮した特別な
教育を実施できる不登校特例校として、文部科学省
から指定を受けました。このことについてどのよう
なご感想をお持ちなのかお伺いします。 
 

(2) 本市の不登校の実態について、具体的な児童・生
徒数についてお伺いします。 

 
(3) 各学校の現状、それに対する取組についてお伺い
します。 

 
(4) 心のケアハウスに寄せられる相談については、ど
のような内容なのか、またそれにどのように対応し
ているのかお伺いします。 

 
(5) 不登校傾向の児童・生徒が昨年度より増加傾向に
あります。心のケアハウスの職員を増やす、特に女
性職員などの採用についてはどのようにお考えか、

市   長 

教 育 長 
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 

４ １７番 

佐 藤 秀 行 

所見を伺います。 
 
(6) 別室登校が増え、不登校傾向の生徒がさらに増え
ているという学校もあると聞きます。このような学
校について、これからさらなる増加、そして教職員
の負担が懸念されます。今後どのように支援して行
こうとお考えなのかお伺いします。 
 

市   長 

教 育 長 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８番 

松 野 久 郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．防災・減災への取組について 

近年、雨の降り方が局地化・集中化・激甚化してお
り、今後、地球温暖化に伴う気候変動により、極端な
降水がより強く、より頻繁となる可能性が非常に高い
とされております。これから、台風シーズンに入り、
特に水害に対して脆弱な国土構造において、比較的発
生頻度の高い降雨等に対しての本市の対策について
質問いたします。 
 

(1) 令和元年度の台風 19 号では大きな被害が出まし
た。被災した箇所の整備状況と強靭化等による減災
への取組状況について伺います。 
 

(2) 熱海市伊豆山で発生した土石流災害における盛
り土問題を受けて、本市の状況及び対応について伺
います。 

 
(3) 第六次白石市総合計画の「分野目標４安全・安心
を守る」「４－１防災・減災対策の充実」から現状の
取組状況について伺います。 

 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．新型コロナウイルス感染症対策について 

ホワイトキューブでの集団接種は、９月 30 日まで
で１回目の接種が完了し、接種終了時期が 10月 30日
までとなります。 
このことを踏まえ質問いたします。 
 

(1) 33歳以下の方への接種券送付をし、現在までの予
約状況について伺います。 
 

(2) 市の幼稚園、保育園、小中学校の職員への優先接
種を実施したと思いますが、接種状況について伺い
ます。 

 
(3) 小中学校における新型コロナウイルス感染症対
策について伺います。 

 
(4) 白石市医師会個別接種実施は、12医療機関で行わ
れていると思いますが、その予約状況について伺い
ます。 

 
(5) 働き盛りの世代では、日曜や祝日、または夜間の

市   長 

教 育 長 
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 

５ 

 

１８番 

松 野 久 郎 

時間帯での接種ができないのかと言うご意見もあ
りますが、その対応をお考えなのか伺います。 

 
(6) 集団感染防止のため、幼稚園、保育園、小中学校、
高齢者施設の職場等での定期的なPCR検査が必要だ
と思いますが、市長の所見を伺います。 
 

市   長 

教 育 長 

 

 

３．空き家等対策の現状と課題について 

空き家等対策計画は平成 29 年から目標とした５年
間は今年度になります。 
そこで、これまでの取組状況について質問いたしま

す。 
 

(1) 市内においては空き家が目立っております。管理
不良のまま放置された空き家に不安を覚える市民
は多い状況です。今後さらにこの問題が広がってい
くことは間違いないものと考えています。市はこの
問題に対し、具体的にどのように対処しているのか
伺います。 
  

(2) 市では、平成 28 年度民間会社に委託し、道路の
通行や隣接地利用者等の第三者に危害を与えてい
る可能性のある建物が 377棟（延べ 558箇所）見つ
かっております。この５年間にどのように、どのく
らい対処したのか伺います。 

 
(3) 市内の空き家となっている、住宅の有効活用を目
的として、空き家を売りたい・貸したい方と買いた
い・借りたい方のマッチングを行う空き家情報登録
制度の活用状況について伺います。 

 

市   長 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６番 

菊 地 忠 久 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．防災・減災について 

近年、我が国は各地で自然災害が多発化、激甚化し
ています。また今後、災害の複合化、広域化する懸念
も指摘されています。本市においても令和元年 10 月
の台風 19 号の豪雨によって大きな被害を受けまし
た。 
市民の命と安全を守るために、災害発生時には迅速

かつ的確な対応が求められるとともに、日頃から災害
に備えていかねばなりません。時間が経過すれば災害
を経験していない世代が増加したり、たとえ被災地と
いえども災害は風化してしまい、いざというときに過
去の教訓が生かされない恐れがあります。そのために
も、日常の防災・減災教育は重要です。 
 

(1) 兵庫県豊岡市では、平成 16年の台風 23号によっ
て甚大な被害を受けました。翌年から過去の水害を
振り返り、教訓を次世代につなげるため、10 月 20
日の台風 23 号メモリアルデーに、市内の全ての幼
稚園と小中学校で防災・減災授業を実施していま

市   長 

教 育 長 
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６番 

菊 地 忠 久 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。本市も令和元年の台風 19号が発生した 10月 12
日をメモリアルデーに定め、改めて防災教育を強化
すべきと考えますが、所見を伺います。 
 

(2) 避難訓練や教育現場で、AR（拡張現実）や VR（仮
想現実）を取り入れたリアリティーのある災害疑似
体験を行う団体が増加しており、より自分事として
災害への認識が高まる成果が上がっているそうで
す。本市でも ARや VRを使った疑似体験を通じて、
これまで以上に災害への意識を高める必要がある
と考えますが、所見を伺います。 

 
(3) 本市ではここ数年、マンホールトイレや段ボール
ベット、液体ミルク等、様々なニーズに応えた新た
な備品や備蓄の導入を進め、災害に備えているとこ
ろです。 
① 新型コロナウイルス感染症が収束しない中でも、
災害時、危険な場所にいる人は避難することが原
則であり、避難所での感染症対策も重要になって
います。本年２月 13日に発生した福島県沖地震の
際、相馬市の避難所ではテント型パーティション
を設置したことで、感染症対策はもちろん、プラ
イバシー保護にも大きな効果を発揮したそうで
す。本市でもこのテント型パーティションを導入
すべきと考えますが、所見を伺います。 

② 災害用の特別なものを用意して「備える」のでは
なく、普段から便利に使えて、災害時には身を守
れる、日常時のフェーズと非常時のフェーズを分
けるのではなく、日常時にも役立ち非常時にも備
えることができる「フェーズフリー」という概念
があります。例えば、普段はデスクライトで、災害
時は取り外して懐中電灯として使用できるライト
や災害時はバケツとして水を運べるバッグなど
「フェーズフリー」の商品も数多く販売されてい
ます。本市においても、各施設の備品購入・更新時
の際、積極的にフェーズフリー商品に切り替える
べきと考えますが、所見を伺います。 
 

市   長 

教 育 長 

２．学力向上について 

８月 31日、文部科学省は本年５月 27日に実施した
令和３年度全国学力・学習状況調査の結果を公表しま
した。宮城県の平均正答率は小中学校全４科目で全国
平均を下回りました。 
 

(1) 本市の全国学力・学習状況調査の結果について伺
います。 
 

(2) 本市では令和元年度より「学力向上プロジェク
ト」をスタートさせ、学力向上に取り組んでいると
ころです。これまでの成果について、特に埼玉県と

教 育 長 
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 

６ １６番 

菊 地 忠 久 

共同で実施している本市独自の学力テストの成果
について伺います。 

 
(3) 今後、より学力向上を図るためには何が必要と考
えているか、所見を伺います。 

 

教 育 長 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１番 

髙 子 秀 明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．本市の財政運営について 

今定例会において令和２年度一般会計・特別会計・
公営企業会計の決算審査が行われているが、昨年度及
び今年度も新型コロナウイルス感染症拡大により、思
い描くような行財政運営ができない状況が続いてい
るため、予算の未執行も多く、一般会計においての歳
入歳出差引額は６億７千６百万円を超し、特別会計を
含めれば差引額は８億７千６百万円余りである。しか
し、前述の状況と国庫支出金の増大など、図らずとも
差額が生じてしまう明確な要因があるとしても、行政
サービスの低下を市民に抱かせるような財政運営に
おいては問題視せざるを得ない。土木費の予算執行率
は 69.98％、災害復旧費の執行率は 56.12％と、数値
的にも、目に見える形で市民の要望に応えられない現
実がここ数年にわたり存在する。 
そこで本市の財政運営についての質問を、市民の声

も交え、以下のとおり行う。 
 

(1) 本市財政の課題と今後の展望を伺う。 
 

(2) 県内 35 市町村と比較した場合の本市財政状況に
ついて見解を伺う。 

 
(3) 土木費及び災害復旧費の予算執行率が低いこと
に関しての見解を伺う。 

 
(4) 一般会計に多額の不用額、合計６億４千３百万円
を超す金額が生じていることの認識において、市民
目線で、単に行政サービスの低下と見られかねない
が見解を伺う。 

 
(5) 市長が、様々な場面で「非常に財政状況も厳しい」
また「大変厳しい財政状況が続いている」などと公
言しているが、本市の財政状況が厳しいと言うその
根拠を伺う。 

 
(6) 市長自ら本市財政が厳しい状況であると公言す
ることについて、市民感情への影響をどのように受
け止めているか伺う。 

 
(7) （仮称）白石中央スマートインターチェンジ設置
に関する周辺整備に多額の費用を見込み、計画を進
めることにより生ずる将来の財政負担をどのよう
に受け止めているか見解を伺う。 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 

７ １番 

髙 子 秀 明 

(8) 本市の基金運営状況について、令和２年度末で 21
の各基金が合計 84 億円を超える残高となっている
が、目的別とはいえ、年々積み重なる基金の今後の
運営をどうするか伺う。 

 
(9) 目的別基金の統合及び一部処分または全部処分
等、見直しを進めるべきではないか、見解を伺う。 

 
(10) 冒頭述べた令和２年度一般会計歳入歳出差引額
の状況を鑑み、結果的には公立刈田綜合病院へ繰出
金を増額できたと見て取れるが、今年度末に関して
も昨年度と同様な状況になると予想される。どのよ
うな認識であるか伺う。 
 

市   長 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２番 

四 竈 英 夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．新型コロナワクチン接種について 

新型コロナワクチンの接種が５月 31 日から始まり
順調に進んでいることは喜ばしい限りであります。そ
の陰には職員の皆様を始めとする多くの関係者の
方々のご労苦とお力添えがあり心から感謝申し上げ
ます。当初は 75 歳以上の高齢者から接種が始まり若
年層へと進んでいることと思いますが、一日も早く全
員への接種が終わり、感染予防が図られることを心か
ら願っております。しかし、本県は９月 12 日まで緊
急事態宣言対象となり、その後はまん延防止等重点措
置となっております。本市における感染者も収束の兆
しが見えず憂慮されます。 
そこで、次の点についてお伺いいたします。なお、

第 449 回定例会でも同様の質問をいたしましたが改
めて現時点での状況についてお伺いいたします。 
 

(1) 現在までの接種の進行状況をお伺いいたします。 
 

(2) 今後の接種計画についてお伺いいたします。 
 

(3) 接種が完了するのはいつ頃を予定しているかお
伺いいたします。 
 

(4) ワクチンの供給は十分なされているかお伺いい
たします。 
 

(5) 一部のワクチンに異物が混入されていたとの報
道がありましたが、本市においてはどうだったかお
伺いいたします。 
 

(6) 接種後異常反応が起こったケースはなかったか
お伺いいたします。 
 

(7) ワクチン接種は任意であるため接種を受けない
方もいるかと思います。接種を受けることのできる
方でまだ受けていない方は何人ぐらいで、年代の割

市   長 
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 

８ 

 

１２番 

四 竈 英 夫 

 

 

合はどのようになっているのかお伺いいたします。 
 

(8) ワクチン接種を受けていない方への接種の呼び
かけ啓蒙などはなされているかお伺いいたします。 

 

市   長 

２．デジタル推進課設置による業務の効率化につい

て 

政府は９月１日にデジタル庁を発足させました。ス
マートフォンがあれば、役所に行かなくてもいろいろ
な手続きができるオンライン社会を目指して、システ
ムの統一、標準化やマイナンバーカードの普及に取り
組むことなどを目指しております。 
本市においても政府の方針に呼応して、今年度から

デジタル推進課を設置し業務を開始しており、時宜を
得た対応であると思います。しかし、業務の全体的な
イメージはつかめても、具体的な内容はなかなか理解
できないのではないかと思います。 
つきましては、市民の皆様に業務の内容を理解して

もらうとともに、その必要性と効果やメリットなどを
広く認識していただくことが重要だと思います。 
そこで、次の点についてお伺いいたします。 

 
(1) デジタル推進課の主な業務内容についてお伺い
いたします。 

 
(2) デジタル庁との関連性についてお伺いいたしま
す。 

 
(3) 市民とはどのような関わりがあるのかお伺いい
たします。 

 
(4) 業務のデジタル化が進むことによって市民はど
のような恩恵を受けることができるのかお伺いい
たします。 

 
(5) デジタル化を推進して行くためにどのような対
策を取られるのかお伺いいたします。 

 
(6) どうしてもデジタル化に馴染めない場合には、ど
のような対応をされるのかお伺いいたします。 

 
(7) マイナンバーカードの申請件数と普及率をお伺
いいたします。 

 
(8) マイナンバーカード未申請の方への対応につい
てお伺いいたします。 

 
 
 
 

市   長 
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 

８ 

 

１２番 

四 竈 英 夫 

 

３．持続可能な開発目標(SDGs)への取組について 

人権や環境など持続可能な開発目標(SDGs)には、命
(生命、健康)や生活(経済、労働、教育福祉など)17項
目の目標が掲げられております。「誰一人取り残さな
い」という理念のもとに進められる計画で、その効果
が大いに期待されます。本市でも第六次白石市総合計
画の中に取り上げ、達成に向けての取組がスタートし
ておりその成果が注目されます。計画達成のためには
SDGs の理念や目標を広く共有して行くことが大切と
言われております。 
そこで、次の点についてお伺いいたします。 
 

(1) 17 の目標に対しての具体的な施策をお伺いいた
します。 
 

(2) 行政のみならず市民と一体となった取組が必要
と思いますが、どのような形で理解と協力をお願い
して行くのかお伺いいたします。 
 

(3) 目標達成の進捗度などの検証はどのようにして
行うのかお伺いいたします。 
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１．水道事業の強化について 

(1) 宮城県においては令和４年より「上工下水一体官
民連携運営事業」いわゆる《みやぎ型管理運営方式》
へ移行する方向で動いておりますが、これに伴い当
市における上下水道事業、特に水道事業への影響が
考えられます。これは本市においては、自己水源と
「県が浄水した水を有料で受水し」、供給している
からです。令和３年版の「白石市水道ビジョン第２
章」『⑭効率的な県水と自己水源の活用』において
も、「県受水と自己水源の比率について検討し、県と
の協議を進める」との記載があります。今定例会初
日に行われました、監査意見開陳において『仙南・
仙塩広域水道の契約水量及び受水料金の見直し等
により、１億１千８０万４千余円減少した』との発
表がありました。これを踏まえお伺いします。  
① 県との協議は定期的に行われていると思います
が、現在の状況をお伺いします。 

② ６月の定例会でも確認させていただきましたが、
年間総配水量のうち、約 40％前後が県受水となっ
ております。県受水単価の引き下げは本市にとっ
て大きな負担軽減となりますが、単価引き下げは
仙南・仙塩広域水道事業所及び関係市町村との調
整・合意が必要となり、実施が容易ではないこと
は十分に理解しております。その上で、さらに力
強く協議を進めていただきたいのですが、ご見解
をお伺いします。 

(2) 自己水源量確保の観点から以下の質問をします。 
① 人口動向の上から令和 12 年度には現在の自己水
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者 
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源量で賄えるとの試算がありますが、（仮称）白石
中央スマートインターチェンジ周辺整備等に伴う
交流人口関連の水需要は考慮されているのでしょ
うか。お伺いします。 

② 現在の水利権量に対する自己水源量利用率はお
おむね 90％に達しており、仮に 100％利用したと
しても令和２年度換算で 年間「109万立米」を県
受水に頼らざるを得ない状況が続いております。
県受水費の減額交渉をする上で決して良い内容と
は言えません。協議を進めて行く上で今重要なの
はこの県受水量割合を少なくし、自己水源水量の
割合を高めていくことと考えます。渇水対策や非
常事態に安定した水の供給を可能にするためにも
県受水が必要なのは言うまでもありませんが、自
己水源量で 100％賄える体制の構築があっての県
受水であるべきと考えます。第 449 回定例会にお
いても、「水利権の同意を含め施設改修計画・検討
及び工事が必要である」との答弁をいただいてい
ますが、明年４月のみやぎ型管理運営方式に移行
することを踏まえ、自己水源水量の拡充対策を早
急に実行すべきと考えますが、ご見解をお伺いし
ます。 

 
(3) 無効水量の改善についてお伺いします。 
無効水量、いわゆる漏水量を削減するには管路の更

新が重要ですが、白石市水道ビジョンでは管路更新延
長を年間約３キロメートルとし標準化を図っており
ます。本市布設済み配管は約 327キロメートルあり、
法定耐用年数上、今後 130キロメートル余りの更新が
必要となっています。標準化して施工した場合は令和
43 年までの期間を見込んでいます。管の布設年度や
漏水発生率等を考慮し優先順位をつけて更新してい
ただいておりますが、予防保全の割合を高め、極力事
後保全での対応を少なくするべきと考えますが、ご見
解をお伺いいたします。 
 

(4) 給水車両の運転操作についてお伺いします。 
給水車両の運転は、給水タンクが空もしくは満タン

時においては特に支障ないと思われますが、半分程度
の状態での発停操作ではウオーターハンマーを受け
たような衝撃を受け、ハンドリングにおいては予想以
上の遠心力を体感します。現在上下水道事業所には１
４名の職員が配置されておられ、給水車両は車両総重
量が５トン未満のため「準中型免許」を所持していれ
ば道路交通法上運転可能ですが、取り扱いはどのよう
になされておるのかお伺いします。 
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